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1. はじめに 

人間は，ある語から関連性のある語を連想する能力があ

り，この連想能力を日常の会話で役立てている．この連想

能力をコンピュータに持たせることができれば，人間のよ

うに自然な会話ができると考えられる．そこで，ある語に

対して，そこから連想できる他の語の集合を属性として持

たせることで概念化した概念ベース[1]や，概念間の意味の

近さを測る関連度計算方式[2]を用いてこの連想能力を実現

している．そこで，この関連度計算方式に着目し，より人

間の感覚に近い意味の近さを算出する手法について述べる． 

人間が異なる概念間の関連性を評価する時，その概念の

見方である観点を利用して，その関連性を評価していると

考えられる．例えば，「飛行機と車」，「飛行機と鳥」の

関連性を評価する時，観点「乗り物」を用いた場合には

「飛行機と車」，観点「飛ぶ」を用いた場合には「飛行機

と鳥」の関連が高くなると判断している． 

そこで，概念間に観点として概念を指定し，3 つの概念

を利用して関連度を計算する観点付き関連度計算方式[3]が

提案されている．これにより，関連度を変化させ，より人

間の感覚に近い関連度計算方式を実現している． 

本稿では，観点とする概念の同義語・類義語を取得し，

それらも観点として利用して関連度を計算する観点付き関

連度計算方式を提案する．  

2. 概念ベース 

概念ベースは電子化された国語辞書や新聞記事などから

自動的に構築された知識ベースである．ある語を概念と定

義し，概念の意味特徴を表す属性と，属性の重要性を表す

重みの対の集合により構成されている．ある概念 Aは m個

の属性 aiと重み wi（>0）の対により定義される． 

A＝{(ai, wi)  | i＝1~m}                             (1) 

属性 aiを概念 Aの一次属性と呼ぶ．一次属性は概念ベー

スの中で概念として定義されている．つまり概念 A の属性

ai を概念とみなし，更に属性を導くことができ，これを概

念 A の二次属性と呼ぶ．このように，概念ベースにおいて

概念は N次までの属性の連鎖集合である． 

3. 関連度計算方式 

関連度計算方式は，2 つの概念間の関連の強さを定量的

に評価する手法である．関連度は 0.0 から 1.0 までの実数

値で表現され，概念間の関連が強いほど高い値を示す．関

連度計算方式では，概念同士がもつ属性それぞれを意味が

近いもの同士で対応付ける． 

まず，属性の対応付けに用いる一致度について述べる． 

概念 A，Bの一次属性を ai，bj，重みを ui，vjとし，各概念

が持つ属性の個数を L 個，M個(L＜M)とすると，概念 A，

Bは以下のように表現される． 

A ＝｛(ai , ui) | i＝1~L｝        (2) 

B ＝｛(bj , vj) | j＝1~M｝              (3) 

概念 A，Bの一致度 DoM(A,B)を以下の式で定義する． 
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ai＝bj は属性同士が表記的に一致した場合を示している．

つまり，一致度とは概念 Aと概念 Bの両方が共通して持つ

属性の内，小さい方の重みを足し合わせたものとなる．共

通した属性は概念 Aと概念 Bでそれぞれ重みが付与されて

いる．この重みの内，小さい方の重み分は概念 A と概念 B

の両方の属性に有効であると考える．つまり一致度とは，

両方の概念に有効な属性が持つ重みの和を示す数値である． 

この一致度を利用して属性間の最も対応のよい組み合わ

せを決定し，概念 Aと概念 Bの関連度を計算する． 

所持する属性数が少ない概念 A を基準とし，その一次属

性の並びを固定する．その上で概念 B の一次属性を概念 A

の各一次属性との一致度の和が最大となるように以下のよ

うに並べ替える． 

B = ((bX1,vX1)，(bX2,vX2) ，・・・，(bXL,vXL))    (5) 

概念 A，B の関連度 DoA(A,B)は以下のように表現される． 
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概念 Aと概念 Bの関連度を計算する際，使用する属性の

個数を変えることで，値は変化する． 

4. 観点付き関連度計算方式 

概念 A，観点 Vの一次属性を ai，vj，重みを ui，xjとし，

各概念が持つ属性の個数を L 個，M 個とする．このとき，

概念 Aと観点 Vは，以下ように表現される． 

A ＝｛(ai , ui) | i＝1~L｝        (7) 

V ＝｛(vj , xj) | j＝1~M｝              (8) 

概念 Aの属性の重み uiを以下のように変更する． 

ui ＝DoM (ai , V)           (9) 

各属性 aiと観点 Vとの一致度を求め，それを属性 aiの新

たな重みとする．つまり，これまで一定であった概念の属

性の重みを観点によって変更する． 

5. 観点を拡張した観点付き関連度計算方式 

観点付き関連度計算方式は，観点と概念の属性との一致

度を概念の属性の新たな重みとすることで，観点を考慮し

た概念間の関連度が算出できる．しかし，観点と概念の属

性が表記的に一致しないと一致度が小さい値や 0 となる属

性が多数出現する．例えば，概念「飛行機」の属性「羽」

と観点「飛ぶ」の一致度は 0 になり，観点を考慮して概念

の属性の重みを変更できない可能性がある．しかし，「羽

と飛ぶ」は関連があると考えられるのが一般的である．そ
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こで，観点と意味の近い同義語・類義語を取得し多角的に

一致度の値を計算する．例えば，観点「飛ぶ」の同義語

「飛行」を観点として属性「羽」の一致度を計算すると

0.08 となる．このように，観点を増やすことで観点を考慮

した重みに変更が可能である． 

5.1 同義語・類義語の獲得 

観点の同義語・類義語は関係語辞書から取得する．関係

語辞書は，岩波国語辞典[4]から見出し語とその同義語，類

義語を取り出し，目視によって精錬を行って構築した辞書

である．同義語の関係語辞書は 266 組，類義語の関係語辞

書は 13064組登録されている． 

5.2 属性と複数の観点との一致度を重みとする手法 

観点 Vの同義語・類義語の 1つを観点 Wとする．概念 A，
観点 V，観点 W のそれぞれの一次属性を ai，vj，wk，重み
を ui，xj，ykとし，各概念の持つ属性の個数を L 個，M 個，
N個とする．ここで，概念 Aの属性の重み ui を観点 Vと観
点 W を利用して uviと uwiに変更する．uvi，uwiは概念 A の
属性と観点 V，観点 Wとの一致度である． 

uvi ＝DoM (ai, V)            (10) 

uwi ＝DoM (ai, W)            (11) 

ここで，複数の観点から得られた重み uvi，uwi の内，表
記的に一致する属性の最大値の重みを取得し，それを属性
ai の新たな重みとする．表 1 の例では，概念「飛行機」の
属性「翼」の重みは観点「飛ぶ」で変更した場合の 0.17と
なる．最大値を用いることで，最も関連性が高い観点を利
用した属性の重みを取得することができる． 

表 1 複数の観点によって得られた属性の重みの例 

概念 観点 （属性，重み） 

飛行機 
飛ぶ (翼,0.17) (機翼,0.06) (羽,0.00) … 

飛行 (翼,0.11) (羽 0.08) (機翼,0.02) … 

5.3 概念の属性の元の重みをかける手法 

5.2 節と同様に，概念 A，観点 V，観点 W と定義し，重
み uiを観点 Vと観点 Wを利用して uviと uwiに変更する．こ
こで，uviは概念 Aの属性と観点 Vとの一致度に属性の元の
重みをかけた値であり，uwiは概念 A の属性と観点 W との
一致度に属性の元の重みをかけた値である． 

uvi ＝DoM (ai, V) × ui         (12) 

uwi ＝DoM (ai, W) × ui         (13) 

元の重みを考慮して得られた uvi，uwi の重みの最大値を
取得し，それを属性 aiの新たな重みとする． 

6. 評価方法 

概念 Aと関連性の高い 2つの概念 Bと C，および概念 A

と Bに関連し，概念 Cに関連のない観点 X，概念 Aと Cに

関連し，概念 Bに関連のない観点 Yを用いる．この概念 A，

B，C，X，Y により構成された評価セットを 200 組用意し

た．評価セットの例を表 2に示す． 

表 2 評価セットの例 

A B C X Y 

飛行機 自動車 鳥 乗り物 飛ぶ 

以下の 2 つの式を満たす評価データを正解とする．DoA 

( A , B | X )は観点 Xを用いた概念 Aと Bの関連度である． 

DoA ( A , B | X ) > DoA ( A , C | X )       (14) 

DoA ( A , B | Y ) < DoA ( A , C | Y )       (15) 

概念 A「飛行機」と概念 B「自動車」の両方に関連のあ

る観点である観点 X「乗り物」を用いた場合の関連度が概

念 A「飛行機」と観点 X「乗り物」では間違った観点であ

る概念 C「鳥」との関連度よりも大きくなることで，観点

を用いた効果があると判断できる． 

7. 評価結果 

一致度を重みとする手法が，使用属性数 60 個の時に最

大精度 59.5％となり，既存手法に比べて最大精度は 8.5％

向上した．各提案手法の精度を表 3に示す． 

表 3 各提案手法の精度 

 使用属性数 

 50個 60個 70個 

既存手法 46.5% 51.0% 48.5% 

一致度を重みとする手法 46.5% 59.5% 50.5% 

元の重みをかける手法 41.0% 46.5% 42.5% 

8. 考察 

複数の観点を利用することで観点と概念の属性との表記

が一致する割合を高めることができ，属性数が少ない概念

に対しても適切に関連度が算出できたと考えられる． 

評価セット 200 組の中で観点 X，観点 Y の両方から同義

語・類義語を取得できたのは 68 組あった．その 68 組で評

価を行った際，既存手法では最大精度 52.9％に対して，提

案手法では，最大精度 64.3％という結果を得ることができ

た．これは，複数の観点を利用することで 1 つの観点だけ

では一致度が小さい値であった属性の個数を減らすことが

できたためだと考えられる．表 4 に観点「学校」と概念

「先生」の属性との一致度が 0 の属性の個数を示す．概念

「先生」の属性の個数は 136個である． 

表 4 各手法での重みが 0の属性の数 

 一致度が 0の属性の数 

既存手法 43個 

提案手法 24個 

9. おわりに 

本稿では複数の観点を利用した観点付き関連度計算方式

を構築した．複数の観点を利用することで観点と概念の属

性との表記が一致する割合を高めることができ，一致度が

小さい値であった属性に適切な値を付与できた．これによ

り，既存手法に比べて最大精度を 8.5％向上した． 
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